
1 子育て・教育環境を充実し、
 「希望と未来を

つくるとちぎ」を
2 働く者の声を届け、
 「働きやすいとちぎ」を
3 地域の力を引き出し、
 「持続可能なとちぎ」を
4 お互いに尊重し支え合う、
 「共に生きるとちぎ」を

5 生命と地域を守り、
 「安全・安心にくらせるとちぎ」を

こ

け
い

小池あつし
◆プロフィール◆

未来にツケ
を残さない。

子育て世代の代表・小池あつしは若い力で栃木の「笑顔」を守ります

未来につながる元気な「とちぎ」を
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◎県議会では、生活保健福祉、
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子
ど
も
の
笑
顔
、
家
族
の
笑
顔
、
職
場
や
地
域
の
仲
間
、

私
は
、誰
か
の
笑
顔
を
見
る
と
き
に
、一
番
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

「
安
心
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
笑
顔
が
つ
く
れ
る
。
政
治
が
果
た

す
べ
き
最
大
の
使
命
は
、「
安
心
」
を
守
る
こ
と
で
す
。

　

く
ら
し
の
「
安
心
」、将
来
へ
の
「
安
心
」。
今
こ
そ
、「
安
心
」

の
意
味
を
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
あ
り
ま
す
。

　

今
、
県
政
の
最
大
の
課
題
は
、
人
口
減
少
問
題
と
財
政
の

健
全
化
で
す
。

　
「
小
池
あ
つ
し
」
は
５
つ
の
重
点
政
策
を
掲
げ
、
県
民
の
み

な
さ
ん
が
生
活
と
未
来
へ
の
「
安
心
」
を
実
感
し
、
笑
顔
で

あ
ふ
れ
る
と
ち
ぎ
を
つ
く
る
決
意
で
す
。
笑
顔
こ
そ
、
明
日

へ
の
活
力
を
生
み
出
す
源
で
す
。 一

九
七
六
年
五
月
二
五
日
生（
46
歳
）

小
池
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